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平成 21 年度 事業総括提案＜概略＞ 
平成 21 年度は非常に各企業等の経済状況がよくないというこ

とで、会に対するいろいろな支援などが従来どおり認められると

いうような状況ではございません。しかし、何とかして今まで築

き上げた日臨技の事業を後退させるものではなく、むしろ積極的

な事業の展開をしてまいりたいと考えております。 

 新公益社団法人取得に向けては、各団体が二の足を踏んでいる

状況でありますが、いろいろな医療関連団体の動向を見ながら、

慎重にこれを進めてまいりたいと考えております。先月、検討委

員会中間経過を理事会で聞きましたが、なかなかこれからの新し

い時代に向けてのグランドデザインが描けないような状況もあ

るわけです。そうはいっても、歴史あるこの会が今までどおり国

民に向けた事業展開をしていかなければならないと考えており

ます。そのためにも、やはり公益社団に向けた運動を進めてまい

りたいということで、各種公開講演、エイズ撲滅、ＡＥＤの講習

会と国民に向けた運動をさらに進めてまいりたいと考えており

ます。予算措置もこのようにしてありますが、これは各都道府県

技師会の皆さんの協力なくしてはできない事業であり、今まで以

上に国民に対するアピールをしてまいりたいと考えております。 

 また、公益社団に向けて少しハー 

ドルが高いのは、公益目的事業が 

50％を超えることというところに 

大きな重点が置かれるわけです。 

残念ながら私どもの行っている今 

の事業の中では、明らかに公益性 

が認められない事業もあります。 

それは、収益もそうですが、会誌 

についても一般に公開していない 

ということもありますが、なんら 

かの形へ移行して、公益目的の 

50％をクリアすることを考えねば 

ならないと考えております。 

 いろいろな経験者からそういう 

事業展開をするための知恵を受け 

ておりますが、どれがいいのかま 

だ分かっておりません。いずれに 

しても、公益目的以外の事業については明らかに移行しなければ

ならないわけです。例えば、日医に日医総研が、あるいは看護協

会が出版を分けているなど、各団体の知恵を拝借しながら進めて

いかなければならないと考えております。 

 事業立ち上げの節は、各都道府県のご協力を仰ぎたいと考えて

いるところでございます。まだ具体的に申し上げる段階ではござ

いませんが、何らかの形でそれを実行するような事業会社を立ち

上げなきゃいけないということについては、委員会の中では大ま

かな理解が得られていると考えています。 

 それから、臨床検査の根幹である臨床検査データの標準化につ

いては、３カ年計画の２年を終わり、ほぼこれについては非常に

いいデータが出ているということです。後ほど、担当の者からご

報告申し上げますが、３年以降も続けてやらなければいけない事

業と思います。３年目の総括として、４年目にはどういう事業を

進めていくかということについては、次回皆さんにご相談申し上

げたいと思っております。やっぱりこれだけの標準化を世界の中

でやっている国というのはございませんし、ぜひ私どもは全都道

府県の協力を得ながら、データの標準化について進めてまいりた

いと考えております。 

 また、精度管理については、もう既に大体めどがついてはおり

ますが、まだしかし完全なところまで行っていないということで、

これについてもかなり力を入れてまいりたいと考えております。 

 それから、生涯教育研修制度につきましては、去年の時点では

今まで二千数百名から約 8,000 名にまで履修率が上がったとい

うことで、大変喜んではおります。ただ、５万人の数からすると、

決して 7,000、8,000 人の履修率で満足してはいけないと思って

おります。少なくとも７割、８割が取れるような履修率、大体各

都道府県、日臨技等を含めて、年間 5,000 回からの研修会をやっ

ているわけで、そういう中で取れないというのはシステムに問題

があるのではないかということで、去年少し改正しました。ぜひ

都道府県の技師会に帰りましたら、履修率向上に向けて努力して

いただきたいと思います。 

 また、遠くてできない、あるいは家族を持って子どもを育てな

がらできないという方については、ｅ－ラーニング等を含めてき

め細かな履修率向上に努めてまいりたいと考えております。これ

はすぐにでもできるような状態になると思いますので、ぜひ各都 

道府県の成功された方々の意

見を踏まえて、次のステップに

進むということになっており

ます。ぜひご協力賜りたいと思

います。 

 

社団法人日本臨床衛生検査技師会 
 

平成 20 年度 

 第２回定期総会＜予算＞ 終了！
 

平成 20 年度第２回定期総会が、平成 21 年３月 28

日(土)午前９時から、東急ﾎﾃﾙｽﾞ大森東急ｲﾝ５階ﾌｫﾚ

ｽﾄﾙｰﾑにおいて開催された。 

 この総会は、平成 21 年度の事業方針並びに予算案

を審議する重要な総会であったが、提出議案は全て承

認された。今後、この方針に基づき、会員の総意と期

待に沿うかたちでの事業展開がなされることとなる。

 

 また、学会でありますが、今

年度はアジアアセアン学会の

第３回がパシフィコ横浜で開

催されるということです。これ

は、日本の早田先生の時代にア

セアンに呼びかけて作った団

体であります。３回目にして日

本に回ってきましたので、ぜひ

ご協力を賜りたいと考えてお

ります。 

 当日、皇室の行幸啓をお願い

しておりましたが、行事がある 

ということで皇室が出られなくなりましたけれども、今日配付し

た資料の中に当日の特別講演があります。これはまさにこれから

の臨床検査、先端の講演でありますので、ぜひ皆様もお聞き願い

たいというふうに思っております。 

 「再生医療における現状と未来」ということで、東京大学副学

長の浅島先生にお願いしてあります。非常にご多忙な先生で、な

かなか時間が取れなかったのですが、そういうことであればと快

く受けていただきました。先生はノーベル賞候補でもあるぐらい

の先生だそうです。ぜひお聞きいただきたいと思います。また、

「遺伝子チップの先端技術」ということで、東芝病院の三代先生

にもお願いしてあります。２題とも日本を代表する演題というこ

とで、ぜひ皆さんにご参加いただきたいというふうに思います。 

 以上、日臨技としては、私は幸いにしてほとんど全国の技師会

を回りましたので、会員の意見、あるいは要望等を聞きましたの

で、予算の中にもそれを反映して組んでおります。ぜひ皆さんご

審議いただきたいと思います。 
※ その他、質疑応答などについてはホームページへ掲載予定 


